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今、実践していることは本当に正しいのだろうか？
今まではうまくいっていたのに、なぜうまくいかなく
なったのだろう？

うまくいっているのには理由（理論）がある。
うまくいかなくなったことにも理由（変化）がある。

さまざまな課題を持ち、研究をすすめる仲間と
意見を交わす中で、学びをより深めていく
それが兵庫教育大学大学院

働きながら学ぶ教員・社会人とともに23年
兵庫教育大学神戸ハーバーランドキャンパス since 2000 2



大学院夜間クラス・フレックスクラス４つのメリット

①学校現場を離れずに学べる。
日本全国どこからでもＯＫ ※

※一部のコースは通学が必要です。コース別一覧参照

※オンラインに加え、 神戸キャンパスでの対面授業も選択で
きるハイフレックス方式を導入

②指導教員等と相談しながら、
柔軟な指導が受けられる。

③教職を続ける基盤となる理論
や実践、研究方法を身に付け
ることができる。

○大学院修了時には、修士や教職修士（専門職）の学位や専修免許状が取得できます。

④さまざまな課題を持ち、研究を
すすめる仲間や大学教員と意見
を交わしながら、学びをより深
めていくことができる。
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①：すべての学びのベースとなる「論理的思考力」や「批判的思考力」を鍛える

②：ＩＣＴ活用能力や短期的なスキルとしての教育実践の獲得

③：自身の成長を見据え、長期的な視点に立った教育理論・方法の獲得と継続的
な学び方の修得

自身の学びや成長を継続するために、切磋琢磨し合える仲間が
いる環境に身を投じてみませんか。

◎兵庫教育大学大学院でめざすもの

④：院生同士、大学教員との課題の共有、意見交換などを通して多様な知見に
触れることで、自身の視野やコミュニティーを広げ今後の教職生活の基盤
を形成
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働きながら学べる教育大学の大学院
⇒夜間の対面からオンラインを駆使したハイフレックス型への進化

○自宅や職場などからオンライン（同期型・オンデマンド型）で授業を受講できます。
○大学院の教員と相談しながら、自分に合った方法・ペースで学べます。
○通学による対面授業も効果的に行っています。

⇒例えば
・基本は通学せずにオンラインで受講し、研究指導等は指導教員と相談のうえ、土日や夏期休業
期間中などに神戸ハーバーランドキャンパスで対面で受講

・週に１日だけ神戸ハーバーランドキャンパスに通学する以外はオンラインで受講

兵庫教育大学大学院が、夜間クラスを神戸市で開設して、今年で２３年目を迎えます。
これまでに夜間クラス・フレックスクラスの修了者は約1,000人、学校現場や医療関係機関など教育隣接
領域を中心に活躍中。
大学教員になって教育学部や教職課程で教えている方もいます。

夜間クラスといっても、オンラインと通学の対面授業を選択
できるなど、自分に合った方法で学べます。
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専 攻 コース クラス
オンラインのみでの修了

○：ほぼ可能
△：一部の授業で通学必要
×：週１～２回程度通学必要

授業方法の特性及び通学の状況

人間発達教育

教育コミュニケーション 夜間 ×
人と人との対話的な関係を構築しながら、教育というコミュニケー
ションの問題を探究するため、週に１～２回程度、通学による対面授
業やゼミを実施することがあります。

幼年教育・発達支援 夜間 ○

学校心理・学校健康教育・発達支援 夜間 ○ 心理教育的アセスメントや統計的分析等の実習について、一部通学に
よる対面授業を実施します。

臨床心理学 夜間 × 臨床心理士を養成するため、心理検査器具などを用いた演習や実習科
目については、通学による対面授業を実施します。

芸術表現系（音楽） 夜間 △ 実技科目は通学による対面授業を実施します。
芸術表現系（美術） 夜間 ○

生活・健康・情報系教育 夜間 ○ 実技や実習科目を選択する場合は、通学による集中講義を実施します。

教育実践高度化

学校経営 フレックス ○

教育方法・生徒指導マネジメント 夜間 ○

言語系教科マネジメント 夜間 ○
社会系教科マネジメント 夜間 ○

理数系教科マネジメント 夜間 ○ 実験・実習科目は、夏期休業期間中などに通学による対面授業を実施
することがあります。

教育政策リーダー フレックス ○
神戸ハーバーランドキャンパスでの授業等はハイフレックス型でも実
施していますが、演習や実習等においては、神戸や各地での対面授業
等も一部あります。

グローバル化推進教育リーダー 夜間 ○

学校教育 夜間 △
「対面による実践の語り合い」に、学びが生まれると考えていますの
で、２か月に１回程度通学による対面での授業（教育実践リフレク
ション）を実施しています。

コース別：夜間クラス・フレックスクラスのオンライン授業や授業方法等
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○夜間クラスの授業時間
（オンライン同期型授業や神戸ハーバーランドキャンパスでの対面授業の場合）

※オンデマンド授業はいつでも好きな時に受講可能

平日（月曜日～金曜日）
時 限 授業開始時間 ～ 授業終了時間

６時限 １８時３０分 ～ ２０時００分

７時限 ２０時１０分 ～ ２１時４０分

○神戸ハーバーランドキャンパスの利用時間
平日 ９時～２２時
土日祝 ９時～１８時
院生研究室・図書室等自由に利用できます。
※大学の休業日等は除きます。 7



○オンライン授業で必要なもの

・PC又はタブレット（キーボード付き）
・Webカメラ（PCやタブレットに付属している場合は不要）
・Wi-fi環境

入学者が用意するもの

・WORDやExcel、PowerPoint、Teams（office 365)
・学ぶためのシステム（LMS）
※オンライン授業は、基本的にはTeams又はzoomを使用します。
授業の連絡は、大学で導入しているLMS（manaba）を使用します。

大学が用意しているもの

ソフトウェアの使い方に不安のある人も安心
・LMS等のマニュアルを整備（Webでいつでも参照可能）
・オリエンテーションでの説明や神戸ＨＬＣ事務室などでも対応
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入学料・授業料

神戸ハーバーランドキャンパス ＪＲ神戸駅徒歩 約８分
※令和６年10月からはＪＲ新長田駅前に移転する予定です。

長期履修学生制度とは
・職業等を有する方が、２年間のカリキュラムを３年間かけて、ゆったり学べる制度です。
授業料は長期履修学生制度を活用しても２年で修了する方と同じです。

２年間で修了する場合

３年間で修了する場合（長期履修学生）

１年次 ２年次 計
入学料 282,000 ー 282,000
授業料 535,800 535,800 1,071,600
計 817,800 535,800 1,353,600

単位：円

１年次 ２年次 ３年次 計
入学料 282,000 ー ー 282,000
授業料 357,200 357,200 357,200 1,071,600
計 639,200 357,200 357,200 1,353,600

単位：円
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今日の学びが明日の実践に活きる

Hyogo  University   of   Teacher  Education

For   your  children
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